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子
育
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し
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い
く
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発
達
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達
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感
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た
り
す
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と
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ん
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き
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ヒ
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い
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ぱ
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テ
ン
ポ

呼
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福
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さ
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の
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テ
ン
ポ

よ
く
楽
し
く
、
か
つ
実
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打

よ
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し
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ち
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れ
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ぜ
ひ
聞
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ち
さ
れ
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話
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ひ
聞
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来
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さ
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く
だ
さ
い
。

　

講
演
会
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支
援
者
対
象
」
と

　

講
演
会
は
、「
支
援
者
対
象
」
と

「
保
護
者
対
象
」
に
分
け
て
開
催
し

「
保
護
者
対
象
」
に
分
け
て
開
催
し

ま
す
。

ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

講
師

日
本
相
談
支
援
専
門
協
会　

顧
問　

福
岡　

寿
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

厚
生
労
働
省
な
ど
で
、
障
害
児

者
支
援
に
関
す
る
各
種
委
員
を
歴

任
。

　

著
書
に
「
気
に
な
る
子
の
『
で

き
る
！
』」
を
引
き
出
す
ク
ラ
ス

づ
く
り
」「
相
談
支
援
の
実
践
力
」。

庄原市子育て支援講演会へ庄原市子育て支援講演会へ
ぜひご参加くださいぜひご参加ください！！
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支
援
者
対
象

と
き　

１
月
13
日
㈮　

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
、市
役
所
東
城
支

所
、口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

※
市
役
所
東
城
支
所
、口
和
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
は
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
ま
す
。

内
容

「
発
達
障
害
の
子
が
い
る
保
育
園

等
で
の
ク
ラ
ス
づ
く
り
と
対
応
」

定
員　
50
人

（
口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
は
20

人
）

保
護
者
対
象

と
き　

１
月
14
日
㈯　

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容　

「
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
親
や

地
域
が
で
き
る
こ
と
」

定
員　
50
人

※
託
児
が
可
能
で
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り

１
月
６
日
㈮
ま
で

そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況

に
よ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

　

10
月
30
日
、比
和
総
合
運
動
公
園
で
「
令
和

４
年
度
庄
原
市
総
合
防
災
訓
練
」を
実
施
し
、関

係
機
関
６
団
体
、約
1
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
、災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応

能
力
の
向
上
や
、住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、市
と
消
防
団
、備
北

地
区
消
防
組
合
が
隔
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
「
集
中
豪
雨
に
よ
り
、比
和

地
域
で
多
数
被
害
が
発
生
し
て
い
る
」と
い
う

想
定
で
行
わ
れ
、避
難
所
設
営
訓
練
の
ほ
か
、水

防
工
法
訓
練
、埋
没
家
屋
か
ら
の
救
助
訓
練
な

ど
、計
９
種
目
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
の
講
評
で
、備
北
地
区
消
防
組

合
庄
原
消
防
署
の
真し

ん
ま
る丸
行ゆ

き
な
り成
署
長
は
「
関
係
機

関
の
連
携
強
化
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
訓
練
と

な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

参
加
機
関　

庄
原
市
消
防
団
、備
北
地
区
消
防
組
合
、比
和
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
、比
和
自
治
振
興
区
、庄
原
警
察

署
、庄
原
市

　

木
山
耕
三
市
長
が
10
月
31

日
、長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、市

内
の
高
齢
者
を
訪
問
し
、敬
老

祝
い
金
と
お
祝
い
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、併
せ
て
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
の
お
祝
い
状
と
記
念
品

の
銀
杯
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

敬
老
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
、

本
年
度
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え

る
（
大
正
11
年
４
月
１
日
～
大

正
12
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）52

人
（
男
性
７
人
、女
性
45
人
）で

す
。

　

今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、在
宅

の
人
で
市
長
か
ら
の
贈
呈
を
希

望
し
た
、石い

し
だ田
時と

き
え江
さ
ん
、黑く

ろ
な
が永

タ
ズ
エ
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

お
祝
い
を
受
け
取
っ
た
石
田

さ
ん
は
「
長
寿
の
秘
訣
は
、野

菜
を
よ
く
食
べ
、小
ま
め
に
健

康
診
断
を
受
け
る
こ
と
」、黑
永

さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
楽

し
み
。家
族
の
洗
濯
物
を
毎
日

畳
ん
で
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
、市
内
で
満
１
０
０

歳
以
上
と
な
る
高
齢
者
は

１
２
８
人
（
男
性
19
人
、女
性

１
０
９
人
）、市
内
最
高
齢
者

は
女
性
が
１
０
９
歳
、男
性
が

１
０
５
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地域防災力向上に向けて
庄原市総合防災訓練

市長が長寿者を表敬訪問
満100歳を迎える人に敬老祝金を贈呈

危機
管理課

高齢者
福祉課

土のうを積み上げる水防工法訓練

石田時江さん（掛田町）（左から３人目） 黑永タズエさん（戸郷町）（左から２人目）

　

10
月
22
日
、
庄
原
市
総
合
体
育
館

で
「
情
報
化
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、

３
年
ぶ
り
と
な
る
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
、
保
護
者
、
教
職
員
を
中

心
に
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
市
内
中
学
校
の
代
表
者

３
人
が
司
会
を
務
め
、
各
学
校
の
児

童
生
徒
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る「
子
供
司
書
」

養
成
講
座
の
受
講
生
を
代
表
し
て
、

口
和
小
６
年
生
３
人
が
、
本
年
度
の

講
座
で
の
取
り
組
み
、
読
書
へ
の
思

い
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
内
の
４
つ
の
中
学
校

の
代
表
者
が
「
情
報
化
社
会
を
生
き

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

正
し
い
情
報
を
選
択
し
判
断
す
る

こ
と
、
自
分
の
発
信
し
た
情
報
に
責

任
を
持
つ
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
自
分
の
夢
や
目
標
実
現
の
た
め
に

役
立
て
る
こ
と
な
ど
、
情
報
と
ど
の

よ
う
に
向
き
合
い
行
動
し
て
い
く
べ

き
か
、
各
生
徒
が
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
東
北
大
学
加
齢
医
学

研
究
所
所
長
で 

東
北
大
学
教
授
の

川か
わ
し
ま島
隆り

ゅ
う
た太
さ
ん
を
講
師
に
「
脳
を
知

り
、
脳
を
育
み
、
脳
を
鍛
え
る
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に

学校・家庭が一緒になって考える
庄原市教育フォーラム

教育
指導課

「子供司書」養成講座受講者の発表

司会を務めた中学生

中学生の発表 講演をする川島さん

お
け
る
科
学
的
根
拠
を
基
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
機
器

が
、
子
ど
も
の
学
力
や
脳
の
成
長
に

与
え
る
影
響
、
読
書
を
す
る
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
創
造
力
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
話

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
情

報
化
社
会
と
向
き
合
い
、
子
ど
も
た

ち
を
育
む
か
を
考
え
る
、
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
子
供
司
書
養
成

講
座
に
つ
い
て
の
発
表
で
は
、
本
を

読
む
こ
と
が
心
を
育
む
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
」

「
中
学
生
の
意
見
発
表
は
、
提
案
性

の
あ
る
内
容
で
、
ぜ
ひ
同
世
代
の
子

ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
た
い
内
容
だ
っ

た
」「
講
演
を
聞
き
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
が
及
ぼ
す
影
響
と
、
読
書
の

大
切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
の
付
き

合
い
方
を
考
え
、
読
書
の
大
切
さ
を

家
族
と
話
し
て
み
よ
う
と
思
う
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。


